
製錬技術をベースに多く
の金属を回収する複合リ
サイクル工場 ＪＸ日鉱
日石金属ＨＭＣ工場

　

直径約 の微小な粒
で構成するリン吸着剤

■
使
用
済
み
製
品
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
、
都
市
資
源
開
発
地
球
環
境

　
モ
ノ
づ
く
り
に
不
可
欠
な
金
属
資
源
は
、
新
興
国

が
購
入
に
走
る
他
、
非
鉄
メ
ジ
ャ
ー
の
寡
占
化
が
進

み
、
確
保
が
困
難
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
そ
こ
で

注
目
さ
れ
る
の
が
都
市
鉱
山
だ
。
都
市
で
大
量
に
廃

棄
さ
れ
る
使
用
済
み
家
電
製
品
な
ど
か
ら
有
用
金
属

を
回
収
す
る
も
の
で
、
非
鉄
製
錬
会
社
が
積
極
展
開

し
て
い
る
。
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
が
一
段
と

高
ま
る
中
、
安
定
調
達
の
道
を
切
り
開
く
。
一
方
、

化
学
メ
ー
カ
ー
は
粗
製
ガ
ソ
リ
ン
の
ナ
フ
サ
か
ら
ポ

リ
袋
な
ど
生
活
に
不
可
欠
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
生
産

す
る
。
家
庭
ゴ
ミ
と
し
て
排
出
さ
れ
る
使
用
済
み
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
利
用
す
る
取
り
組
み
の
他
、
化
学

製
品
の
研
究
開
発
力
を
生
か
し
、
湖
や
湾
の
富
栄
養

化
を
防
ぐ
実
証
実
験
も
始
ま
っ
た
。

日
本
に
眠
る
資
源
を
発
掘

都
市
資
源
開
発

従来実施していた 産業文化まつり」での回収風景（愛知県大府市

　
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
廃
棄
物
の
リ
デ
ュ
ー

ス

発
生
抑
制

、
リ
ユ
ー
ス

再

使
用

、
リ
サ
イ
ク
ル

再
生
利

用

の
３
Ｒ
の
重
要
性
が
繰
り
返
し

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
リ
ユ

ー
ス
は
ほ
か
の
２
Ｒ
と
比
べ
、
よ
り

一
層
の
促
進
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

う
し
た
中
、
愛
知
県
大
府
市
は
２
０

１
２
年
度
に
宅
配
便
の
集
荷
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
た
小
型
家
電
の
無
料
回

収
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
。

都
市

鉱
山

と
称
さ
れ
る
希
少
金
属
の
回

収
や
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。

小
型
家
電
の
リ
ユ
ー
ス

廃棄物「３Ｒ」重要性強まるリデュース・リユース・リサイクル

宅配便利用し無料回収愛知・大府市でモデル事業

レアアースや金銀銅廃家電から金属回収

使用済みプラガス化アンモニア原料に活用

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 　　

使
用
済
み
プ
ラ
を
ガ
ス
化
す

る
昭
和
電
工
の
設
備

▲

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
家
電

の
モ
ー
タ
ー
に
使
わ
れ
た
レ

ア
ア
ー
ス

希
土
類

の
ネ

オ
ジ
ム
磁
石
を
回
収
す
る
実

証
を
推
進
。
磁
石
合
金
メ
ー

カ
ー
や
磁
石
メ
ー
カ
ー
と
も

連
携
し
、
廃
家
電
か
ら
レ
ア

ア
ー
ス
を
回
収
し
再
利
用
す

る
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に

取
り
組
む
。
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石

金
属
は
Ｈ
Ｍ
Ｃ
工
場

茨
城

県
日
立
市

で
乾
式
と
湿
式

を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
製

錬
・
精
製
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ

て

種
類
以
上
の
希
少
金
属

を
回
収
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
小
坂
製
錬

秋
田
県

小
坂
町

に
リ
サ
イ
ク
ル
原

料
対
応
型
炉

Ｔ
Ｓ
Ｌ
炉

を
構
え
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
の
電
子
基
板
な
ど
か
ら

銅
や
金
、
銀
な
ど
を
回
収
。

こ
の
他
、
薄
型
テ
レ
ビ
に
使

わ
れ
る
イ
ン
ジ
ウ
ム
・
ス
ズ

酸
化
物

Ｉ
Ｔ
Ｏ

タ
ー
ゲ

ッ
ト
か
ら
イ
ン
ジ
ウ
ム
を
回

収
す
る
な
ど
徹
底
し
た
資
源

の
有
効
活
用
を
進
め
る
。
こ

の
他
の
各
社
も
得
意
の
製
錬

技
術
を
生
か
し
て
、
金
属
リ

サ
イ
ク
ル
を
展
開
し
て
い

る
。

　
「
都
市
鉱
山
を
発
掘
す
る

こ
と
は
時
代
の
要
請
だ
」
。

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
の
岡
田

昌
徳
会
長
は
こ
う
力
を
込
め

る
。
非
鉄
製
錬
に
よ
る
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
の
高
度
化
は
、

資
源
確
保
に
役
立
つ
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
産
業
競
争
力

強
化
に
も
寄
与
す
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
昭
和
電
工
は
川
崎
事
業
所

川
崎
市
川
崎
区

で
、
使

用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ガ

ス
化
し
て
化
学
製
品
の
ア
ン

モ
ニ
ア
を
生
産
す
る
プ
ラ
ン

ト
を
持
つ
。
使
用
済
み
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
１
日
当
た
り
１

９
５

処
理
で
き
、
同
１
７

５

の
ア
ン
モ
ニ
ア
の
生
産

が
可
能
。
食
品
ト
レ
ー
、
洗

剤
容
器
か
ら
衣
料
や
肥
料
の

原
料
と
な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
を

生
産
す
る
こ
と
で
環
境
に
や

さ
し
い
循
環
型
社
会
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
プ
ラ
ン
ト
は
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
破
砕
し
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
形
燃
料

Ｒ
Ｐ
Ｆ

に
成
形
。
ガ
ス

化
炉
で
水
素
と
一
酸
化
炭
素

を
主
体
と
す
る
合
成
ガ
ス
に

改
質
さ
れ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
生

産
時
の
原
料
と
な
る
。

　
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
合
成
ガ
ス
と
し
て
再
利
用

す
る
取
り
組
み
は
宇
部
興
産

も
２
０
０
１
年
に
始
め
た
。

だ
が
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
割
当
量
は
ペ
レ
ッ
ト

に
加
工
す
る
事
業
者
が
優
先

さ
れ
、
合
成
ガ
ス
と
し
て
再

利
用
す
る
事
業
者
へ
の
割
当

量
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め

年
に
設
備
を
休
止
し

年
に
撤
退
を
決
め
た
。

　

年
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ン
ト
が
稼
働
し
た
昭
和
電
工

も
異
物
混
入
な
ど
で
、
た
び

た
び
稼
働
停
止
に
陥
る
な
ど

の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
運
転
方
法
を
見

直
し
１
０
０
％
稼
働
を
実
現

す
る
め
ど
を
つ
け
た
。
今
後

は
同
プ
ラ
ン
ト
で
得
ら
れ
る

水
素
を
増
や
す
な
ど
採
算
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
改
善
に
つ

な
げ
る
。

　
外
部
の
水

と
接
す
る
機

会
が
少
な
い

湖
や
湾
な
ど

閉
鎖
水
域
の

富
栄
養
化
を

防
止
す
る
取

り
組
み
も
始

ま
っ
た
。

　
旭
化
成
ケ

ミ
カ
ル
ズ
は

日
本
下
水
道

事
業
団
と
共

同
で
、
下
水

処
理
場
が
放

流
す
る
処
理

水
の
リ
ン
含

有
量
を
半
分

以
下
に
減
ら

す
吸
着
剤
の

開
発
を
進
め

て
い
る
。
繰

り
返
し
使
用

で
き
、
回
収

し
た
リ
ン
も

肥
料
原
料
の

リ
ン
酸
塩
と

し
て
再
利
用

で
き
る
の
が
特
徴
だ
。
生
活

排
水
に
含
ま
れ
る
リ
ン
で
富

栄
養
化
し
、
赤
潮
や
ア
オ
コ

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
自
治
体

向
け
に

年
度
の
量
産
を
見

込
む
。

　
リ
ン
吸
着
剤
は
微
細
な
穴

を
複
数
持
つ
直
径
約
０
・

の
微
小
な
粒
で
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
を
主
成
分
と
す
る
。

こ
の
粒
を
複
数
詰
め
込
ん
だ

円
筒
状
の
容
器

カ
ラ
ム

に
下
水
処
理
水
を
流
す
こ
と

で
、
１

当
た
り
の
リ
ン
含

有
量
を
０
・

以
下
に

減
ら
せ
る
。

　

年
３
月
に
茨
城
県
土
浦

市
の
下
水
処
理
場
「
霞
ケ
浦

浄
化
セ
ン
タ
ー
」
に
１
日
当

た
り
５
０
０
立
方

の
下
水

処
理
水
に
含
ま
れ
る
リ
ン
を

吸
着
・
回
収
す
る
設
備
を
導

入
。
約
１
年
間
の
予
定
で
実

証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
霞

ケ
浦
に
流
入
す
る
リ
ン
負
荷

量
を
年
間
１
・
５

削
減
で

き
肥
料
原
料
と
な
る
高
品
質

の
リ
ン
も
同
１
０
０

回
収

で
き
る
見
通
し
だ
。

　
日
本
は
リ
ン
鉱
石
を
全
量

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
水
環
境
問
題
だ
け
で
な

く
資
源
対
策
と
し
て
も
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
海
外
に
も
販
路

を
広
げ
る
計
画
だ
。

　
環
境
省
の
「
使
用
済
製
品

等
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
事
業
研

究
会
」
は
、

年
度
に
全
国

３
地
域
で
使
用
済
み
製
品
の

リ
ユ
ー
ス
に
関
す
る
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
。
こ
の
う
ち
愛

知
県
大
府
市
で
は
、
宅
配
便

の
集
荷
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
小
型
家
電
を
回
収
す
る
と

い
う
、
新
し
い
ス
キ
ー
ム
の

実
証
実
験
を

年

月
１
日

か
ら

年
２
月

日
ま
で
行

っ
て
い
る
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
ま
ず

大
府
市
が
回
収
対
象
と
し
て

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

品
目

の
小
型
家
電
を
指
定
、
市
民

に
無
料
回
収
を
告
知
す
る
。

次
に
小
型
家
電
を
回
収
し
て

ほ
し
い
市
民
が
指
定
事
業
者

で
あ
る
ネ
ッ
ト
オ
フ

愛
知

県
大
府
市

に
連
絡
。
ネ
ッ

ト
オ
フ
は
宅
配
業
者
に
回
収

を
依
頼
し
、
回
収
物
を
再
使

用
で
き
る
も
の
と
そ
う
で
な

い
も
の
に
分
け
る
。
そ
の

後
、
再
使
用
で
き
る
も
の
は

ネ
ッ
ト
オ
フ
が
買
い
取
っ
て

同
社
の
販
売
ル
ー
ト
で
売

り
、
再
使
用
で
き
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
再
資
源
化
事
業

者
に
引
き
渡
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。

　
ネ
ッ
ト
オ
フ
は
も
と
も
と

中
古
本
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を

手
が
け
て
お
り
、
宅
配
便
を

使
っ
た
無
料
買
い
取
り
サ
ー

ビ
ス
の
実
績
が
あ
る
。
今
回

の
モ
デ
ル
事
業
は
、
こ
れ
ら

民
間
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
枠
組
み
を

活
用
し
て
小
型
家
電
を
引
き

取
る
試
み
。

　
大
府
市
は
こ
れ
ま
で
、
年

に
一
度
の
「
大
府
市
産
業
文

化
ま
つ
り
」
や
各
地
区
の
公

民
館
で
開
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
場
で
、
市
民
の
持
ち
込
み

に
よ
る
小
型
家
電
の
無
料
回

収
を
実
施
し
て
き
た
。

年

度
は

回
の
無
料
回
収
で
計

４
６
３
台
を
集
め
た
。
こ
れ

に
対
し
、
今
回
の
モ
デ
ル
事

業
で
は
中
間
期
に
当
た
る
１

月

日
時
点
で
既
に
計
８
３

５
台
を
回
収
し
た
。
１
カ
月

半
の
間
に
、
従
来
の
２
倍
弱

に
当
た
る
量
の
小
型
家
電
を

集
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
市
民
に
と
っ
て
は
不
要
な

小
型
家
電
を
無
料
で
回
収
し

て
も
ら
え
る
他
、
宅
配
業
者

が
自
宅
の
玄
関
前
ま
で
取
り

に
来
て
く
れ
る
だ
け
に
、
利

便
性
が
大
き
い
。
回
収
物
は

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が
多

く
、
こ
れ
ま
で
は
メ
ー
カ
ー

や
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
「
市

民
か
ら
は
モ
デ
ル
事
業
に
対

し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
」

大

府
市
環
境
課

と
、
反
響
は

上
々
の
よ
う
だ
。

　
一
方
、
実
験
を
通
じ
て
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
ま
ず
集
荷

費
用
の
問
題
。
今
回
は
ネ
ッ

ト
オ
フ
か
ら
依
頼
を
受
け
た

宅
配
業
者
が
訪
問
し
て
回
収

し
た
が
、
そ
の
費
用
は
ネ
ッ

ト
オ
フ
が
負
担
し
た
。
同
社

幹
部
は
「
新
規
顧
客
や
新
事

業
開
拓
の
一
助
に
な
れ
ば
、

と
い
う
思
い
も
あ
っ
て

費

用
負
担
を

行
っ
た
」
と
話

す
。
集
荷
に
は
一
回
当
た
り

数
百
円
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
行
政
が
宅
配
業
者
を
活

用
し
た
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
推

進
す
る
に
は
、
宅
配
費
用
の

予
算
化
な
ど
の
措
置
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

　
ま
た
、
回
収
し
た
小
型
家

電
の
ほ
と
ん
ど
は
再
使
用
が

難
し
い
と
い
う
実
態
も
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
前
に
は
回
収
物

の
う
ち
１
割
程
度
を
再
使
用

で
き
る
と
い
う
見
込
み
が
あ

っ
た
が
、
２
月
中
旬
時
点
で

ネ
ッ
ト
オ
フ
が
再
使
用
可
能

と
判
断
し
た
の
は
数
件
。
全

体
の
５
％
以
下
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
今
後
は
、
再
使
用

可
能
な
小
型
家
電
を
効
率
的

に
回
収
す
る
ス
キ
ー
ム
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
家
庭
内
に
は

膨
大
な
量
の
小
型
電
子
機
器

が
眠
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

電
子
機
器
に
含
ま
れ
る
ク
ロ

ム
や
ネ
オ
ジ
ム
な
ど
の
希
少

金
属
は
、
都
市
鉱
山
と
も
称

さ
れ
、
小
型
家
電
の
回
収
は

自
国
資
源
の
確
保
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
小
型
家
電
は

従
来
は
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
回
収
を

進
め
る
こ
と
で
焼
却
費
用
や

埋
め
立
て
費
用
も
削
減
で
き

る
。

　
大
府
市
は
モ
デ
ル
事
業
の

検
証
結
果
を
ま
と
め
、
３
月

下
旬
の
環
境
省
の
研
究
会
で

報
告
す
る
。
市
環
境
課
は

「
今
回
の
モ
デ
ル
事
業
で
、

不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
を

活
用
で
き
る
と
い
う
市
民
の

意
識
改
革
に
つ
な
が
っ
た
」

と
話
し
て
い
る
。
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
て
、
今
後

も
官
民
が
連
携
し
た
取
り
組

み
が
欠
か
せ
な
い
。


